００－００－０００００　みほんはなこ
　毎年７月２１日は「日本三景の日」です。
　「日本三景」は、江戸時代前期の１６４３年（寛永２０年）に全国を行脚した儒学者の林春斎が、「松島（宮城県）」、「天橋立（京都府）」、「宮島（広島県）」を卓越した三つの景観として著書『日本国事跡考』に記したのが始まりです。
　「天橋立」は宮津湾と内海の阿蘇海を南北に隔てている砂州で、この形が“龍が天に昇る様子”に例えられ、３つの展望所からその景色（ｖｉｅｗ）を楽しむことができます。また全長３．６ｋｍある天橋立の美しい景色を表す言葉で「白砂青松」という言葉があります。天橋立はその名のとおり、白い砂と約６，７００本の松でできており、その美しい姿は古くから多くの人々に愛されてきました。
　「松島」は松島湾内外に浮かぶ２６０余りある島々の総称で、はるか昔は丘陵でしたが、地殻変動によって沈下し、山や丘の頂上部分が海面に残り島となりました。たくさんの島々が重なり合って織りなす景色が、非常に稀有で美しく多くの人の心をとらえています。
　「宮島」は通称で、正式名称は「厳島」といいます。広島県廿日市市の瀬戸内海にある島で、島内に「厳島神社」があるため、“宮がある島”として宮島と呼ばれるようになりました。海上に浮かんでいるように建つ厳島神社は、島全体が神の島として崇められており、陸地ではおそれ多いと海中に社が建てられています。
